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 RLSAアン 元々東京工業大学後藤教 よって衛▽1〆☆☆1△
 生通信用として れたもので肪ズマ源用としては匁鋸☆劉!
 図2のようなスロットパターンを有する。アンテナ近傍でも・』さ簸』ジタ》乳、/
 ＼一r-
 均一な電磁界が形成できるため、誘電体窓直下で、均一なプ
 図2.RLSAスロット模式図
 ラズマとラジカル生成が可能になる。
 ガス供給に関しては、上段ガスシャワーからプラズマ生成ガス、下段ガスシャワーから原料ガスを流
 す。この構成は、原料ガスのプラズマ生成域への逆拡散抑制、チャンバーへの堆積抑制と原料ガス使用
 効率に優れており、環境・コスト面からも理想的な構成要素となっている。
 本研究では、本装置に関し、幅広いプロセス条件で均一なプラズマを発生させる技術と、上段ガスシ
 ャワーの信頼性改善技術並びに理想的なダウンフローを形成するガス供給技術について研究を行った。
 2.RLSAアンテナを用いたマイクロ波励起プラズマ源の設計技術
 RLSAアンテナの実用化に向けた主要な技術課題は、誘電体窓内での伝播電磁波や定在波の生成を抑
 制してプラズマの安定性を改善することと、スロットパターンによるプラズマ分布の均一性調整をしゃ
 すいようにすることが課題である。本研究では、まず誘電体窓厚み調整による伝播電磁波の抑制技術を
 明らかにした。図4は、TMモードで伝播する電磁波の伝播定数ん.の誘電体窓厚み4依存性を示してい
 る・図中の勺とるは・それぞれ誘電体中を伝播する平面波の伝播定数と波長である・同図において・
 純表面波モードは、誘電体窓とプラズマの界面で最も(11=1×10130丹!一3)2
 電磁波のパワー密度が高くなるモードである。それ以
 外は、導波管で扱われるようなモードと本質的に同じ
 である。同図から、誘電体窓厚みをる/4程度にすれ
 ば、誘電体窓を伝播する電磁波は限定されることが判
 る。この厚みではTEモードの電磁波は全て伝播しな
 いことも示すことができた。
 次に、誘電体窓に段差や隔壁を設けることにより、
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 図3.誘電体窓厚みと伝播電磁波解
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 ガスを流した場合には、上方への原料ガスの流線が生じ、チャンバー内部で原料ガスが撹拌されている
 ことが判る.一方、上段から大量にガスを流すことで完全にダウンフローが形成できる。
 上段ガスシャワー有無によるプラズマクリーニング後のチャンバー内部材の堆積物の様子を図9に示
 す。図のように、上段ガスシャワーを用いたときの効果が明らかである。歩留まりやスループットの観
 点からクリーニング特性が良いことは大きいメリットであり、本構成が理想的であることが証明された。
 ,諭＼
 (a)下段のみ  (b)上段/下段二10:1
 図8.流線図
 臥撃滅…
 上段ガスシャワーを用いた場合 (&)下段ガスシャワーのみの場合(b)
 図9.上段ガスシャワーによるクリーニング特性
 4.結論
 幅広い圧力範囲で均一なプラズマを形成するために誘電体窓の厚みをろ/4にすることや凹凸を形成
 することが有効であることを検証した。また、上段ガスシャワーでメインのダウンフローを形成するこ
 とができることを検証するとともに、下段ガスシャワーから流した原料ガスやその解離物が必要以上に
 不必要な部分へ拡散せず、チャンバーのクリーニング特性が大幅に改善されることを実証した。
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